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「

ご  あ  い  さ  つ

第 33回全国バズ学習研究大会会長

名古屋工業高等学校長

林  典 照

はじめに第 33回全国バズ学習研究大会が、本校を会場にして開催されま

す ことを心か ら歓迎を し、また、お礼を申 し上げます。

本 日までに、全国バズ学習研究会の皆様が、着実な実践研究を深めていた

だいて、 ここに、第 33回の研究大会が立派に開催 されます ことを大変 うれ

しく思います。

さて、平成 14年度 に新 しい教育の幕開けを迎えるにあたり、教育改革の

推進が急務 となっています。

とくに、 これか らの変化の激 しい社会に対応するために、「豊かな人間性」

や「 生 きる力」が強 く求め られています。それは、周 りと協調 しつつ、感性

や理性そ して、主体性を育んでい くことで もあります。

これ らの観点は、人間関係を重視 したバズ学習の実践的研究 とぴったりと

一致するものであり、様々な教育課題に対 して、積極的に対応できるものと

確信 しております。

本大会を通 して、参加 された先生方の指導技術が向上 し、 これか らの指導

にす こしで も役に立てていただければ幸いです。どうか皆様、活発な議論に

よって、実のある大会に していただきたいと願 っています。
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名古屋大学大学院教育発達科学研究科教授 梶田 正巳

新 しい世紀に入 り、教育への要求はますます高まってきています。子どもた

ちが育つ世界の文化の変化・変容は目覚ましく、かれ らの社会化への課題は多

様化の一途をたどってきています。従来の教科の枠をこえて、環境、 1青報、国

際理解など「流行」の範疇に入ると思われる内容を積極的に教育課程に取 り入

れる形ができてきています。 しかしその一方、人間の学習と発達の原理は不変

のものとしてあることも忘れてはな りません。学習内容にも、時代をこえて一

貫 して習得すべきものも多いはずです。したがって、学習指導の方法と内容の

「不易」の部分を十分に踏まえて 「流行」に対応 していくことが大事だと指摘

できるでしょう。 「不易」は保守ばか りではありません。われわれがまだ十分

に見いだしていない意義がそ こに含まれていることもあり得ます。たとえば新

しい学力としてしばしば強調されてきている関心・ 意欲・態度を育てるための

指導は、日新 しい教材を準備するより、学習の原理を適切に理解 して、これま

での学校の指導文化を見直す ことで、より確実に前進するということもあるの

ではないでしょうか。

バズ学習は学習と指導の原理に着 目した指導法です。信頼にささえられた人

間関係を教育の基盤 とする考え方をいかに実践に適用するかがバズ学習です。

その基本的な考え方の正 しさは、これまでの長い実践の積み重ねが証明してい

ます。さらに、近年、数々のすばらしいバズ学習実践が新 しい教育課題に対応

すべく作 り出されてきています。ここに「不易」と「流行」のあるべき結びつ

きをみることができます。この大会でも、主体的な教師による子 どもの主体的

学習活動を可能にする数々の実践に出会えることが楽 しみです。

この研究会は長きにわたって実践者の方々のご努力でささえられてきました。

研究的実践のひとつのあるべきモデルといえます。会場をお引き受けいただい

た名古屋工業高等学校の林典照先生には心よりお礼申し上げます。また全国バ

ズ学習研究会の事務局の方々、 ご提案、ご助言、司会、記録などお引き受けい

ただいた先生方にも深 く感謝いたします。この大会をとおして、豊かな成果を

子 どもにもた らす ことのできるバズ学習という指導論が、ますます多くの方々

に知 られ実践化が進む機会となることことを期待 したいと存 じます。
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全 睡ン ヾズ Fミニ 奮「石汗 多 三L尺 雀 ごに よ せ て

全 国 バ ズ 学 習 研 究 会 会 長

愛知県春 日井市立不二小学校長 堀場 正美

本年度、名古屋市の名古屋工業高等学校を会場に第 33回全国バズ学習研究大

会が開催できます ことを大変喜んでおります。

さて、バズ学習は、「教育は人間関係を基盤 として成 り立つ ものである」をキ

ーワー ドに、「 自己教育、 自己指導、 自己訓練のできる人間、すなわち自主性、

協調性、lll造 性の豊かな人間の育成」を基本的 目標 として、その効果的な達成の

ための方法論的研究 と実践を積み重ね、 30有余年にわたリバズ学習の推進に努

め、教育の充実発展に資するとともに幾多の成果を上げ、今 日にいたっています。

21世紀の教育において、私たちは子 どもたち一人一人に、伸び伸びと自らの

個性を存分に発揮 させなが ら、「 |¬ ら学ぶ力J「生きる力Jを しっか り身に付け

させることが求め られています。そのためには、教育の「 不易流行」を しっか り

見据え、「 自ら学ぶ力」「生 きる力」の土台 となる「基礎学力」の向_Lを 子 ども

たち一人一人に図る必要があります。 まさに、バズ学習の根本理念は、子 ども一

人一人を生か した学習指導方法であり、 21世紀の新 しい教育理念に合致 してい

ると考えます。

こうした状況の中で、「バズ学習」は、新 しい「協同学習」 という学習指導理

念を も包含 しなが ら教育現場で理論 と実践に裏付 けされた学習指導法の原理 とし

て浸透 しつつあります。

今回の大会主題、「新 しい教育の日指す方向とバズ学習 _|― 新学習指導要領の

主体的対応―について、基調提案「新 しい教育 と協同 (バズ)学習」をは じめ、

多 くの実践研究発表を していただき、今後の教育の課題に向けて積極的な意見交

換ができる研究大会になればと願 っております。

最後になりま したが、愛知県教育委員会・ 名古屋市教育委員会な らびに教育関

係諸機関の皆様の ご支援をいただきま したことを心か ら感謝申 し上げます。

併せて、今回、会場提供にご配慮いただきま した名古屋工業高等学校、会員の

ご協力と役員をはじめ関係者の皆様の ご支援に厚 くお礼中 し上げます。

ありが とうございま した。
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『共に学び 共に育つ バズ学習』をめざして
研究主題

学びたい,そんな気持ちを子 ども一人一人がもてるといいな
～様々な人と出会い,その生きる姿を追い求める活動を通して～

春日井市立牛山小学校 小 川  治

1 主題設定の理由

子どもの頃は,誰 しも大きな夢や希望を持っている。それが成長するにつれ ,

いつの間にか忘れ去 られてしまう。そして,現代の小学生を見ると,年齢が上

がるにつれて,自分が何かにひたむきにがんばろうとしたり,がんばっている

人の姿に感動したりする子どもがだんだんと少なくなっていると感じることは

ないだろうか。

複雑な社会環境のなかで,子どもは自分の夢や希望をなかなか見つけられな
いでいる。そのことが,何かに挑戦しようとする気持ちを生み出したり,何か

を成し遂げたときの満足感を感じたり,みんなでがんばるすばらしさを味わっ

たりして生まれる「学びたい」と思う気持ちを,子どもの心のなかに覆い隠し

てしまっている。子ども一人一人が,その覆いを解き放ち,素直に「学びたい」
という気持ちを発揮できるようになることは,こ れからを生きる子どもにとっ

て必要なことである。

また,こ れからの学びは,「学校」のなかだけで終わるものではなく,「生涯

学び続ける」ものである。そこで,子ども一人一人が,じ っくりと「学ぶこと」
について考え,そのなかで,自 分の学ぶ姿を振 り返ったり,友達の学ぶ姿に感

動したり,学び続ける努力を知ったりすることは,子どもにとって重要な課題
である。そうした学習を繰り返し行うことで,子どもは,こ れから起こりうる

様々なできごとに対して,自 らの能力を最大限に使い,自 らの良さを大いに発
揮することができるようになり,それが,子どもにとって本当に「生きる力」
につながる。

さらに,小学校最高学年である 6年生は,少なからず将来の夢や希望をもっ

ている。しかし,それらにたどり着くまでの道のりについて考えたり,その仕

事について深く考えたりする学習活動は,ほ とんどできていない。

そこで,新たに創設される「総合的な学習の時間」を大いに活用して,様々

な世界で自分の夢を追い求め努力している人や,一つの仕事に情熱を捧げてい

る人と出会い,その人とのかかわりのなかで,「学ぶ」。「働く」・「共に学ぶ喜
びと達成感」などについて子ども一人一人が考える学習を行うことは,これか

らを生きるための基礎となる「学びたい」という意志を子ども自身の手で築き

あげるうえで大変意義がある。

以上のことから,総合的な学習の場を活用して,子どもが,人 とのかかわり
のなかで,自 分の学びをどのように育てるか研究していかなければならない。

2 目標
「人とのかかわり」に焦点を当て,子どもが,人間関係を基盤にして自らの
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学びを育てることについて研究する。

3 めざす子ども像
〇 小学校最高学年として,子どもが,自 らの手で,「学び」について考え

ることができる。

○ 様々な人々の働く喜び・学ぶ喜びを知り,生 きる喜びを感じ取るなかで ,

子ども自身がこれからを生きる力の基礎を身につけることができる。

4 研究の手だて

(1)1年間を見通して,「人とのかかわり」を意識した総合的な学習の時間
の単元構成表を作成する。

(2)学校田を活用した勤労体験学習を生かす。
(3)直接・模擬体験をしたり,調査活動をしたりして,子どもが「学ぶ」こ

とを体感できるようにする。
(4)様々な人の一生懸命な姿に触れ合い,そ こから人の生き方に焦点を当て

た学習活動を組み立てる。
(5)子 どもの考えを深める話し合い活動の活性化を図る。
(6)「学び」の意識を高める工夫をする。

5 実践の内容
(1)総合的な学習の時間の単元構成表を作成する (資料 1)
学校教育の場で様々な人とのかかわりを明確にするために,年間を見通した

単元構成表を作成した。そのなかで,子どもの学びの発達段階を考え,学習課
題を明示した。また,これらの課題に系統性をもたせ,段階をおった人とのか
かわりのなかで,実践を深めることができるようにした。

以上のことから,こ の単元構成表のなかでは,「人とのかかわり」を
○ 学級の小集団

◎ 学級全体
△ 地域・身近な人
▲ 修学旅行で出会った人

の4分類のマークをつけて示すことにした。また,単元の学習課題を★マーク
で表わし,子どもが自分自身の手で活動することに重点を置いた学習時間は☆
で表わした。

実践の際,単元は子どもの実態に合わせ柔軟に見直すようにし,子ども自ら
が学習の主体者であることが意識できる工夫を行った。各単元実践後は,子ど
もの声を聞き,「学び」についての子どもの姿を観察することにした。

(2)「学び」の意識を高める工夫をする
子どもの学びは短期間の学習では深まらない。そして,学校生活や家庭生活

など,子どもを取り巻く日常生活すべてが,子どもの学びを育てる場である。
そこで,子どもの学びをどのように育てたいか,自分なりにまとめ,整理し,

ねらいを明確にもった。そして,それをもとにして,系統的に考えた学習課題
のなかの,①どのような場で,②どのような人と,③どうかかわりをもたせれ
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ば,子どもの学びの意識をより高めることができるか考えた。下の表は,各段

階においてめざす子どもの学びの意識の高まりをまとめたものである。また ,

① o② o③については,具体的に実践例のなかで述べることにする。

第 1の段階の実践でめざす子どもの学び
・仕事調べに進んで取 り組むことで,何事にも一生懸命がんばろうとする

姿勢を身につける。
・仕事調べの体験から調べ方を学び,自 分の力で相手の考えを知ることが

できるようにする。
O真剣に仕事に取 り組み,や りがいをもって仕事をしている人の姿から,

「生きがい」や 「学ぶこと」について肌で感じることができる。

第 2の段階の実践でめざす子どもの学び
0こ れまでの努力・苦労,こ れからの夢を理解するなかで仕事に傾ける情

熱を知り,自 分の現在と将来について考えることができる。
・様々な困難を乗り越えるための努力を知り,そのことから何事にも積極

的にかかわり,意欲的に学ぼうとする気持ちがもてるようになる。

第 3の段階の実践でめざす子どもの学び
。自分の将来について,希望と誇りをもって語ることができる。
0今までの学習を通して自分の学び方を振り返り「本当の学びとは何か」

自分なりに考えることができる。

↓↓
めざす子ども像

〇小学校最高学年として,子どもが,自 らの手で,「学び」について考え

ることができる。

○様々な人々の働く喜び・学ぶ喜びを知り,生きる喜びを感じ取るなかで

子ども自身がこれからを生きる力の基礎を身につけることができる。

(3) 具体的な実践例

第 1次 授業実践 1  単元名    「 仕事調べ発表会をしよう 」

第 1の段階の実践でめざす子どもの学び (単元の目標)

0仕事調べに進んで取 り組むことで,何事にも一生懸命がんばろうとする姿勢

を身につける。
・仕事調べの体験から調べ方を学び,自分の力で相手の考えを知ることができ

るようにする。
・真剣に仕事に取り組み,や りがいをもって仕事をしている人の姿から,「生

きがい」や 「学ぶこと」について肌で感じることができる。

学習課題
・家族や知り合いなど,身近な人の仕事について調べ,様々な人の生き方につ

いて考えよう。
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学習の経過と子どもの姿

事前 1

「国語の学習をもとにして,調べ方を学ぶ」

国語の時間に「与謝野晶子」の学習があり,その学習を広げる形で,自分が

興味・関心をもっている人物調べを行った。まず,誰を調べるか決めた。子ど

もは,社会科で歴史の学習が始まったので歴史上の人物や,人のために尽くし

た人物,自 分のもつハンデキャップを乗り越えた人物,世界で活躍している日

本人などに興味をもった。次に,どんな内容を調べるといいかを話し合った。
このとき,昨年の国語の時間に「マザーテレサ」の一生を学習したことを多く
の子どもが思い出し,その内容を振り返り,どんなことが書かれていたかを学

級で発表し合った。マザーテレサの生い立ちや家庭環境,貧 しい人々のために

行ったことなどを教科書を使って出し合い,表にわかりやすくまとめた。それ

を参考にして調べる内容を決めた。その後,図書資料やインターネットを使っ

て意欲的に調べ学習を行い,新聞の形でまとめ,発表した。
この学習を終えたとき,子どもは,何かに一生懸命に生きている姿,特 に,

ハンデキャップを乗り越えてがんばっている人物や人のために尽くした人物 ,

何かに挑戦しようとしている人物に感銘を受けた。

事前 2
「地域の人に目を向ける・・・学校田を活用した勤労体験学習を生かす」

牛山小学校では,毎年,学校田の田植えを行っている。しかし,今までの 6

年生は田植えだけを行い,米作りを通して何かを学ぶ学習としては,不十分で

あった。そこで,総合的な学習の時間を活用し, 1年を通して米作りにかかわ

わるようにした。校長先生やPTAO地 域の人との話し合いを行い,その結果 ,

前述した,総合的な学習の単元構成表にある内容について取り組むことにした。
6月 2日 (土) 学校田の草刈 りをしよう

牛山小学校の学校田は子どもの通学路沿い

にある。その様子は,周辺の田と大きく違い,

背丈の長い草で覆われていた。

しかし,子 どもは,そんな学校田の様子に

全く関心がなく,子 ども同士の会話のなかで

も学校田のことは一言もなかった。そこで ,

帰 りの会にもうす ぐ田植えを行 うことについ

て話をし,学校田の周辺について関心をもた
せ,田植えだけしていればいいのか考えさせた。  [草 刈 りをしたよ]

そして,近々,PTAの 人が草メJり に行くこ

とを伝え,一緒に草刈 りをしようと呼びかけた。草メJり の当日,子どもは,P
TAの人に鎌の使い方などを教えてもらいながら,一生懸命,草刈 りに取り組
んだ。

[子どもの声]

SY 僕は,最初,草メリリをあまりやらなかったけど,PTAの 人に教
えてもらったらすぐに草をメJれるようになった。,

SI 農家の人は 1時間以上もずうと草メJり をしているから大変だなと
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思いました。

AF 草を刈ろうとしたところに,犬の糞がたくさんあったので,ち ゃ
んと糞を持ち帰ってほしいと思いました。

6月 11日 (月 ) しろかきを見学しよう

田植えをするまでの土作 りについても

関心 をもっている子 どもはあまりいな
い。だから,草刈 りを終えて,子 どもは

すく
゛
に田植えができると考えていた。そ

こで,米作 りにとって土作 りがどんなに

大切なことか,農協の人から話を聞いた。

そして,実際に目の前で機械を使った

作業を見て,子 どもは,機械化が進んだ

今日と違い昔の労働の大変さを痛感して
いた。

[子どもの声]

6月 18日 (月 ) 田植えをしよう

田植えの準備は農協に依頼してある。

そのため,子 どもは,苗がどのように育

ち,どのようにして自分たちの手に届く

か知らない。しかし,田植えを通して ,

子どもが楽しく体験活動ができ,そのな

かで何かを学ぶことができるよう,担任
として,当 日まで,保護者をはじめ地域
の指導者の方と打ち合わせを行った。子

どもは,保護者とともに地域の指導者の

もとで行った田植えから様々な新しい発

見をした。

[子どもの声]

YO 今日,日植えをや りました。
いました。楽しかったです。

RM 今日,し ろかきを見学しま

した。そして,初めてお米ができるまでの苦労がわかりました。

今は機械でやっているしろかきも,昔は手作業でやっていたそう

です。

RK 今日,学校田の見学に行きました。田で稲を育てるときにいろい

ろと手をかけないと稲がたくさん育たないことがわかった。
KA 私は昔の大変さがよくわかりました。今日,見学に行ったときは ,

もちろん機械でやっていたけれど,乗っていたお兄さんはすごく
一生懸命でした。

[田植えをしたよ]

石一さんに苗の植え方を教えてもら

RM 私は田植えがとても大変なことがわかりました。あんな足場が悪
いところに立って苗を植えるなんて,や ってみてすごいなと思い

ました。

YS 僕は田植えは初めてで,す ごく難しかったけど,一生懸命や りま

[し ろかきの見学をしたよ]
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した。石一さんは 30年 田植えをやっているので,す ごく上手だ

なと思いました。
NO こんなに田植えが難しいと知 りませんでした。石一さんの苦労が

わかりました。
6月 22園 (金) 石一さんのお話を聞こう

田植えでお世話になった地域の指導者

である稲垣石一さんを学校へ迎え,学校

田についていろいろな話を聞いた。石一

さんの話のなかで も,「米作 りは八十八

回手間をかけないとおいしい米はできな

い」 という言葉が子 どもの心に残った。

また,昔の地域の様子や学校生活のこと

な ど,子 どもが知 らないことがた くさん

あ り,子 どもの目は話をしている石一さ

んに釘付けであった。

E子どもの声]

AK やっぱり昔の人って偉い

んだな。学校で電気もないのに勉強してすごい。
RK 今日は石一さんが昔のことや田植えについて話をしてくれまし

た。一番びっくりしたのは,この牛山小学校が,昔は山だったと
いうことです。石一さんにお礼の気持ちでいっぱいです。

KM 「米」という漢字は 八十八回手

間をかけるという意味だと聞い

てびっくりした。

7月  学校田のポスターを書こう

ちが稿を大切に育てていることを訴えるものな   [ポスターを選ぼう]

ど,それぞれに工夫を凝らして作った。それを,

みんなで投票して選び,学校田に看板として立てた。

現在では,すずめ脅しを作ろうという計画が持ち上がっている。そして,今
後は,稲メ」りや収穫した米での「おはぎまつり」が計画されている。

[学校田を通しての実践についての考察 ]

保護者とともに地域の方の指導のもとに田植えを行った。その後,米作 りの

苦労や喜びについて,地域の方を招待して話を聞いた。その際,地域の方は,

子どもが一生懸命に田植えをする姿に感動したことを話した。そのことが子ど
もの心を引きつけ,子どもは,長年の経験で田植えについて指導していた地域
の方の姿を思い浮かべながら,自 分の周りにも,仕事に対して一生懸命なすば
らしい人がたくさんいるのではないか気づいていった。

[石一さんの話を聞いたよ]
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第 1時  「仕事調べの計画を立てよう」

[学びを高める場面の設定]

①計画を立てる場で

②学級の友達と

③調査カー ド作りの話し合い

事前 1・ 2を終えて,教師の側から,有名な人物だけでなく,それぞれの人

にはその人の歴史があり,すばらしい生き方をしているのではないかと子ども

に話し,子どもの目が,学校田を通しての実践のとき以上に身近な地域の人々

に向くように支援をした。そして,身近な人のなかで仕事調べをしてみようと

呼びかけをした。すると,「やってみたい」という返事がすぐさま返ってくる

と同時に,「誰を調べたらいいの」「何を聞いたらいいの」「いつ調べに行くの」

など不安の声も聞こえてきた。そこで,「 自分に一番近い相手に聞いてみよう」
「一番聞きやすい人に聞いてみよう」「相手の都合を聞いて聞き取りをしよう」

と助言した。聞き取りの内容については,どんなことを聞いてみたいか学級全

体で話し合った。初めての聞き取り調査で,しかも,夏休み中に子ども自身で

行うためには,聞き取りの内容が明確で,質問する子どもの倶Jがはっきりと何
のためにやるのかを理解していなくてはならない。そこで,なぜ仕事調べをし

ようと呼びかけたか,そのねらいについて,教師の願い (様々な人の生き方を

学び,自分の学びを振り返ってほしい。そのはじめの段階としての実践である

こと)を伝えた。そして,子どもの意見をまとめた調査用紙を作成し,聞き取

りを行うことにした。調べてくる人数は複数とし,聞き取り調査を繰 り返すう

ちに,子ども一人一人が,自 分自身の手で,「学び方を学ぶ」ことができるよ

うにした。そうすることで,子どもは,自分の仕事に情熱を捧げている人を見
つけ出し,聞 き取りの仕方やマナーを体験から感じ取ることができるようにな

ると考えた。また,自分の身の周りにも,がんばっている人が多く存在する事

実も知ることができると考えた。そして,調査カー ドには, 6年 生へのメッセ

ージを書いてもらうことにし,それを子どもが読むことで,仕事への情熱を感

じ取 り,「生きる」「学ぶ」ことについて意識できるようにした。

第 203時  「仕事調べ聞き取り調査をしよう」

[学びを高める場面の設定]

①聞き取り調査の場で

②家族や親戚など身近な人から地域の人に広げて

③聞き取り (夏休み中)

1学期の終業式に,聞き取り調査について 「出校日までにひとりはやってみ

ようJと話した。そして, 1回 目の出校日に,聞き取 り調査をしてみた感想を

聞くことにした。「お父さんやお母さんやおじさんに聞いたので,う まく聞け

て,ど ういう仕事をしているかよくわかった」「お父さんやお母さんにしっか

りとインタビューができた」と言った子どもがいる一方で,「本目手と時間が合

わなくて,ゆっくりと話が聞けなかった」「同じことを 2回も聞いてしまった」

と反省をしている子どももいた。そして,「今度はあわてずに聞こう」「写真も

撮ってこよう」「時間を決めて調べよう」など2学期までにはもっと上手に仕

事調べをやろうと,意欲的に話していた。また,聞き取りがうまくいかない友
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達に「アポをとってからいくといいよ」

第 4時  「夏休みの仕事調べの

発表会をしよう」

[学びを高める場面の設定]

①発表会の場で
②班や学級の友達と
③発表し合う

とア ドバイスをしている姿 も見 られた。

2学期になり,い よいよ仕事調べの発表会
の日がやってきた。まず,教師の側から,発
表会の仕方について話をした。発表する側に

対しては「誰を調べてきたか」「どんな仕事を
しているか」「どうしてその仕事を選んだか」
「仕事のやりがいは何か」などについて,聞いてきたことを自分の言葉にして
発表するようにした。また,聞き手の子どもに対しては発表の内容を,自 分の

言葉でまとめてメモするようにし,感動したことやびっくりしたことなどを書
くようにした。

そ して,実際の発表会を開くことになった。

が聞 くことが最 もよいと思 うが,時間的にも

多 くかか り,発表する側 も聞 く側 も,よ り真

all味 をもった発表 にしようと考え,班のなか

での発表会をまず行った。 どの班 も,友達の

仕事調べの発表を間近に聞くことができるの

で,と ても楽 しそ うに,そ して,真剣に発表

し合っていた。班長が発表会の リーダー とな

り,発表する前に発表者が自分の言葉で発表

ができるよう時間をとるようにした。そ うす

ることで,発表する側は,仕事調べをしたと

きのことを思い出しなが ら発表の言葉を考え

[学級で発 開いたよ]

ることができた。また,聞 く側は,も う一度聞きたいことなどを気軽に発表者
に聞くなどして,友達の仕事調べを自分のものにしていった。そして,聞き手
は発表者に対して,その都度,感想や参考になったことなどを述べるようにし
て,互いに認め合った。

その後,班の発表の代表者をきめ,ク ラス全体のなかで発表した。子どもた
ちは,自分の班から選ばれた友達の発表に「班のなかで発表した○○がまだ言
えてないよ」などとアドバイスをしていた。

第 5時  「発表会を開いて学んだことを話し合おう」
[学びを高める場面の設定]

①自由討論の場で
②学級の友達と
③考えを述べ合う話し合い
発表を聞いて印象に残ったことや考えたことを自由に発表する話し合い活動

[班のなかで発表会をしたよ]

全員の発表をクラスの仲間全員
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の時間をもった。話し合いの様子か ら,こ の発

表会を通して,子 どもは,「仕事には様々な種類

があること」「仕事の大変さ」「今まで知 らなか

ったお父さんやお母さんの仕事のすばらしさ」
「誰でも仕事に情熱をもって取 り組んでいるこ

と」など様々なことに気がついた。

そ して,仕事調べか ら自分のことを振 り返っ

た り,自 分の夢について考えた りする子どもも
いた。話し合いの後,教師側から,夢 を追い求め [自分の考えをまとめて]

て少年時代にブラジルに渡ったサッカー選手が ,

現在でも夢を持って走り続けていることを語った。

最後に,子 どもが,仕事調べで聞き取 りをしてきた「6年生へのメッセージ」

を読んで,こ の学習のまとめにした。

[仕事調べの実践についての考察]

仕事調べやその発表会を通しての様々な人とのかかわりから,子どもは多く

のことを学んだ。仕事調べでは,「学び方を学ぶ」力がつき,これからの調査

活動に自信がもてた。発表会では,班や学級会の話し合い活動のなかで,互い

に考えを出し合い,深め合う力がついた。そして,真剣に仕事に取り組み,や
りがいをもって仕事をしている人の姿から,子どもは何事にも一生懸命がんば

ろうという気持ちを身につけた。また,自 分の「生きがい」や 「夢」について

意識できるようになった。さらに,第 2段階の実践でめざそうとしている「学
び」の意識にまで到達しつつある子どももいた。

6 これまでの研究の成果

総合的な学習の時間を主に活用して,本研究に取り組んでいるが,子どもと

様々な人とのかかわりを大切にした学習活動を組み立てるためには,「 どんな

人とかかわればいいか」「授業時間数は大丈夫か」など多くの問題があり,そ
れらを解決して学習に取りかからなければならない。そのため,第 1の段階か

ら第 3の段階までの実践が,本研究発表会までには,完結しておらず,現在は,

第 1の段階から第 2の段階へ進んでいる最中である。そこで,こ れまでの実践

で,子 どもがどのように変わってきたかまとめた。

(1)1年を見通して,「人とのかかわり」を意識した総合的な学習の時間の

単元構成表を作成し,実践を試みた。子どもの学びの発達段階を考え,学習課

題を明示し,め ざす子どもの学びの姿を明確にして学習を進めたことで,子ど

もは,学習が進むにつれ,自 身の課題意識を強くもつようになり,「 人とのか

かわり」から学んだことを自分の学びとして意識できるようになってきた。そ

して,自 分の手で 「学びたい」という意欲を高めることができた。

(2)地域の人と一緒になって,学校田での田植えや草メJり などを実際に体験

した。また,稲 を育てる仕事について農家の人の話を聞いた。こうした活動を

通して,子どもは,地域の人と出会い,触れ合った。そして,身近な地域の人

から仕事に生きる人の姿を肌で感じ取ることができた。
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(3)「学校田の米づくりの活動」や 「仕事調べの活動」から,子 どもは様々

な人の一生懸命な姿に触れ,働く意味や働く喜び・苦労などを知り,一人一人

がその生き方について考えた。その結果,子どもは,様々な仕事にかかわって
いる人たちからも「何かを学びたい」という気持ちを強くもつようになった。

(4)「仕事調べ」など調査・体験活動をする際,その活動をより深めるため

に,子ども一人一人が事前に調べたり,質問・疑間について学習したりして ,

何のための調査・体験活動なのか意識させた。また,調べたことをどうまとめ ,

表現するか,目 的をもたせた。その結果,調査活動をもとにした子どもの話し

合いを中心とする学習活動が活発化し,子どもは互いの考えを知り合い,思考
を深めることができた。

7 まとめ
「学校田の米づくり」や 「仕事調べ」で身につけた学びを基礎にして,修学

旅行での体験活動をもとにした学習や,卒業を見据えた自分の将来を考える学

習をする予定である。そして,こ うした学習を連続して実践していくことこそ

が,子どもが,自分の「学び」ついて深く考えることにつながると考える。

また,実践のなかで,子どもが 「学びたい」という気持ちを常に大切にした

学習活動を組み立てることが,教師の最大の支援である。

そうすることで,こ の実践が終わってもなお,自 身の「学ぶ姿」を問い直し,

振り返りながら,生涯学び続けるための「自分の学び」について考える子ども
の姿を,我々は見ることができるようになるであろう。
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資料 1_

総合的な学習の時間の単元構成表

郷土を知 ろ う 22

蒙糠麟i珈   (4)
△◎みんなで協力 L/て 学校

田の草刈 りを しよ う  2
△ しろかきを見学 しよ う 2
攣 1樹爾難 攀勁 (6)
◎ 田植 え の計 画 を立 て よ う

1

△◎ 田植 えを しよう   4
△◎地域 の人、か ら米作 りに

ついて聞こ う     1
準機諄難舞1擁 (3)
◎学校 田のポスター を作ろ

つ                   2
◎学校 田のポス ター を選 ば

う                    1

難糠雄購 物 (

◎学校 田のポス

よう

1)
ターを立て

72

夢 に向かつてはばたけ牛山つ子

(5)
◎学級 の 目標 を作 ろ う

◎学級の組織 を作ろ う

◎学級のきま りを作 ろ う

短歌や俳句 を作ろ う (2)
☆いろいろな短歌や俳句 を見つ

けよ う         1
☆短歌や俳句 を作 ろ う   1
スポーツチャ レンジ (3)
☆スポーツテス ト

夢 に向かつてはばたけ牛山つ子

【国語 】       (4)
☆伝記を読んで,そ のすば らし

い生涯 を体感 しよ う   2
☆卒業アルバムの写真 を撮 ろ う

2

情報処理 14児 童会 4性 教育 3

縦害1り 班活動 を成功 させ よ う(2)
○最高学年の自覚 をもとう

○名簿作 りを しよ う

情報処理教育 (2)
○ローマ字入力で 50音 を書 く

○ ローマ字入力で撥音や促音を書
こ う

情報処理教育 (3)
☆イ ンターネ ッ トな どを使 つて調

べてみ よう

国語の伝記調べ をもとに

情報処理教育 (3)
☆調べたことを作文に書いてみ よ

う

年学

スポーツチャレンジ (6)
☆組み立て体操がんばろ う

黎  覇
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刈

鋤
一嘲

ンつ

は
一田
よ

田‐
一校

て

絞‥
一学
立

学
◎

1)

りの計画を

学棟畑博1家物 (2)
△◎稲刈りを手伝おう

学棟1聾重窯‐物 (3)
○おはぎ祭りを計画しよう

1

○おはぎ祭 りをしよう  2

学校機
=車

場 (2)
◎学校 田暦 をつ くろ う
☆米作 りを して

◎○発表会をし1よ
|ラ
ー   1

へ◎校1彙 先:年 の秘密が:今 明かさ
れ る           1

☆おネしの千を書|｀ てきう:う.1

奪澄撃お藉蕪彗鑑驀暑無春貴言
■姿を1見つめよう

十様々な性事で活躍1●ている人
の姿に出会お う

第 2次 ■■授業実践 111

職人の仕事への情熱を感 じ取ろ
う                     9
△◎地域でがんばって,い る職人

さんに出会お う     3
◎○職人 さんと語ろう会の用意
| をしよう        1
△◎職人 さんと語ろう   1
0大iき |ん

^の
道|と いう新聞を

1グル■プで作:ろ う●   3
◎〇発1表会を出こ―う   1
夢に障jか ってはばたけ牛山つ子

(4)
◎○修学旅行 の計画 を立て よ う

露観1,轟曇斃が
:山・‐子

修学旅行 で出会 う人々の生き様
を感 じ取 ろ う 12

◎Q軍間力■ ド|や1約 束事を作ろ
11う              3
1‐ ■耳:篠 づ―く―り「1蒸禅摯ゆ―

|1西
||1陣織|‐

=1幕

1子 ||・ 0「饉■バ:ス

| :|ガ イ
:ド

■漆禾果|な |ど ||
410聞 き取 り:調査活動 1  2
◎○すぜ い人壁新間を書 く計画
: を立てよ iう        1

§菫言慧含言曇|[]il i
籍臨繁舞彗驀騨蒙
■てみ:よ |う

第二:海,■轟:業1案践■1

自分の夢を大いに語ろう 13
☆自:分0将来|:の1夢 |な文1集11こ 書こ|

|■う1            3
☆夢設計図を3111ろ :う1    5

^|◎

八年Iの 朱輩から学:ギ ラ1 4
☆事業式で―夢を語ろう■  l

情報処理教育 (2)
○インターネ ッ トな どを使 って調

べてみ よ う

修学旅行について,行 ってみ
たい場所や体験 したい ことを

調べてみ よ う

情報処理教育 (4)
○インターネ ットなどを使つて調

べてみよう
修学旅行のヒ/お り作 りに挑戦
しよう

性教育  (3)
☆いのちの誕生を調べよう

卒業生 を送 る会  (2)
○出 し物 を考 えよ う
○卒業生を送 る会

一- 21 -―



研 究 協 議 ヨロ 「学ぶ力を育てるパズ学習」

国語科教育における協同学習の実践と可能性
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国語科教育における協同学習の実践と可能性

岐阜大学大学院 教科教育専攻

横 幕 将 成

1、   はじめに

(1)バズ学習は教師人生を変えた。

もともと「意見をたくさん出せる方法はないか」と考えていたときに、ある研修会で

知ったのがバズ学習である。

このころ私は授業をするのが嫌だつた。盛り上がらない授業。私語。「先生の授業はお

もしろかつた。でも、成績は下がりました。」という生徒の声。「みづからの光のごとき

明るさをささげて咲けりくれなゐの薔薇」という短歌の鑑賞文に、ある生徒がロボット

を登場させたときは、「生徒にいくら教えても分かつてもらえない」と無力感を感じた。

研修会でこの「方法」を知った私は、軽い気持ちで、それも、みようみまねで試して

みた。授業が変わった。多様な意見があふれるようになった。仲間の意見のよさを生徒

が感 じるようになつた。全員が参加するようになつた。人間関係も改善されていつた。

あれから5年が経つた。目の前に生徒はいない。院生としての生活も捨てがたいが、

今、私は授業がしたい。

(2)国語科教育に必要な理由

私はここまで個人で実践してきた。そのため、学校全体、各教科のことを考えた話は

できない。国語科においての必要性について考えてみたい。

私自身の考えなのだが、国語は「技能教科」である。国語科で育成するべき力を一言

で言つてしまえば「言葉を自在に操る力」であろう。たとえば、「海」という言葉から何

を連想するだろう。これは一人一人の生活体験、文脈、声に出して読んだときならその

読み方でかなり多様な意見が出てくるだろう。「ことばのひきだし」「ことばのものさし」

これをどれだけ持っているかで「国語ができる、できない」は変わるだろう。授業でそ

れを身につけるためには、多様な考え方にふれさせる必要がある。

また、新学習指導要領では「伝え合う力」の育成をねらい、「話すこと・聞くこと」が

重視されている。どの教科の基礎ともなりうることであるが、国語科はその力そのもの

の育成を担つている。

しかし、この「伝え合う力」は、「人間関係を作ること」に絡んでくる。(西尾実の「通

じ合い」概念との比較からも分かる。「伝え合う力」育成のための基礎とも言える、意識

したい「五つの言語意識」力`ある。しかし、西尾は「′いのやりとり」を基盤としている

のに対し、この「五つの言語意識」は「人と人との心のやりとり」という人間関係を作

るためのマニュアルというとらえ方をしてよいと思われる。参考文献 安 直哉『話す

こと。聞くことの教育学』)「話すこと・聞くこと」の実践例 として、ディベー トやパネ

ルディスカッションの実践例があるが、果たしてこうした方法の工夫だけで「伝え合う

力」力`つくかどうかである。人間関係がうまくいっていないと、学級が壊れる原因にな

りはしないだろうか。

バズ学習は「認知と態度の同時達成」をねらつている。現在の国語科をめぐる状況は、

まさにバズ学習のねらつていることをやらなくてはならない状況であるといえる。
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2、   実践

(1)1時間の授業の流れ

バズ・セ ッション

派遣バズ

(ス クランブル・ジグゾー)

左記のように授業は進行する。

課題を提示後、個人追究の時間を5分か

ら10分とり、グループでのバズ・セッシ

ョンに入る(生活班を使うことが多かつた)。

意見交流の後、スクランブル (自 由バズ)

やジグゾー法で、他のグループの情報を集

める。約 2分後、グループに戻り、情報を

確認 し、まとめる。

その後、全体交流として、指名されたグ

ループの代表 (班長とは限らない)が発表。

他のグループや教師からの補足をする。最

後に、授業後の感想や、各自で学んだこと

などを記録し、授業を終了する。

(2)実践例 中学校 1年生『北中学校を後輩に紹介しよう」 (全 9時閥)

○ ねらい

作文嫌いの生徒は多い。しかし、「文を書くことJは嫌いではない。携帯電話のメール。

女子生徒が隠して回す手紙。要は、「相手」「目的」「必然性」があれば、書く気は起こるの

である。そこで、以下のような学習活動、単元の目標を立て、実践を進めた。

(学習活動〉

0 小学 6年生に対する学校紹介リーフレット作りを通して、構想の立て方、文章構成

の仕方、相手の興味を引く表現の工夫について学ぶ。

(単元の目標〉

・ 入学してくる 6年生に中学校生活を紹介するために、伝えたい内容を明確にした上

で、自分の体験を振り返り、その体験の中から適切な題材を選ぶことができる。

・ 相手と目的を意識し、自分の体験や考えをより分かりやすく伝えるために、題材を

どうとらえるか仲間と学びあい、自分の表現に生かすことができる。

○ 実践の内容  〔  〕内は学習形態

【第 1時】高校の生徒募集用バンフレットを参考に、小学 6年生にリーフレットを渡す

意図と目的を明確にし、相手に興味を持つてみてもらうための工夫について

考える。 〔生活班〕

【第2,3時】6年生に伝えたいことをマップ法を用い書き出し、構想を練る。〔個人〕
「何を書けばいいか分からない」ということが

作文を書く上での障害である。そんな生徒への

対応として、「ウエビング」を活用した。第 3

時でスクランブルを行ない、同じ題材を選んで

いるもの同士交流し、さらに多くの材料がある

ことに気づかせた。
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☆ 書いていて楽 しい。普通に 「書け」つて言われるとなんかつまんない し、アイ

ディア浮かばないし。でもマップ法は書いていると楽 しいし、アイディアが浮

かぶ。

【第4,5時】構想をもとに体験や思いを下書きする。

(Yo K女)

〔個人〕

【第6時】仲間と交流し、相手に自分の体験や思いをより的確に分かつてもらえるよう

に推敲する。 〔テーマ別グループ〕

下書きを書き上げた後、工夫したポイントを明確にして仲間同士で批評しあい、より

6年生に自分の考えが伝わるように推敲した。教師は先に評価をし、書き出しの表現の

工夫など、考える視点を与えた。

また:こ こで選んだ題材、内容、学力、人間関係を加味したテーマBllグループに学習

形態を変更した。人数は読み合 う時間、批評するための時間の短縮と意見の出しやすさ

を考えt3～ 4人とした。「これ、こうしたんだけど、どうかなぁ」などと仲間に意見を

求めながら推敲を進めていた。

☆ 教師側から紹介した例

「うわぁ―、次、数学…」と6年生も「そうそう、思う、思う」と感じてくれるような

出だしにした。

☆ 交流の中から取り入れた内容

(W。 0女)

自分の思い、体験談などからもつと書こうと思う。そして、小学校とは違 う中学校

の授業から自分自身にプラスになつたことを 6年生に伝えたい。 (Y.S男 )

学級委員が話した言葉を入れることにした。その言葉を具体的に分かりやすく書い

た。                             (Eo U女 )

【第7時】リーフレットの担当ページのレイアウトをグループごとに考える。

〔テーマ別グループ〕

【第8,9時】文章を清書し、グループの担当ページを完成させる。〔テーマ別グループ〕

どうしてもだらけてしまう活動である。が、相手意識、目的意識を持つことで写真や

イラスト、見出しの書体にいたるまで仲間同士こだわりを持つて話し合い、楽しく、か

つ、厳しく活動 していた。

○ 成果と課題

この実践では、「相手に自分の体験や考えを正確に伝え、納得させる」ことを最大の目

標にしていたが、小集団、あるいは 1対 1のバズ・セッションを行なうことで常にこの

視点を持ちながら考えることができた。そして、改善点を常に明らかにして活動するこ

とができた。未提出者も学年 140名 中 3名で、作文が苦手な生徒もア ドバイスを受け

たり、仲間の書きぶりをまねしたりすることで、「やつた、書けたぞ !Jと いう実感を持

てるような文章を書くことができた。

しかし、課題で何をすればいいのか明確にできず、生徒の活動が停滞した時間があつ

た。例えば、第 6時は「6年生により分かつてもらえるように表現を工夫しよう」という

課題であつたが、グループ内での意見交流がこの時間だけ停滞した。推敲する観点が多

く、表現を直すポイントが多岐にわたつたため、考える時間だけでかなりかかつてしま

ったのだ。「この 1時間でこれが分かればいいのだ」ということを生徒が理解し、実感で

きたかというと疑間が残る実践である。
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3、    おわり:こ

(1)今、感じている課題

O IB態依然とした展開の打破

小集団での学習成果を全体にどう広めるか。いろいろ方法はあるだろうが、どうも国

語科の授業ではこれまでと変わらず、どうしても全ての班に発表させたり、一度席を戻

して挙手発言で聞いたりする傾向がある。

○ 課題の持つ重み
タク

い
γど

課題はその 1時間の授業でつけるべき力を明確にあらわしたものでありたい。また、

そのほうが生徒の学習は盛り上がる。国語科というと「…はなぜか」「・…の気持ちは ?」

という課題が多い。「登場人物がとつた行動の理由や気持ちなど、作家とその人物以外分

からない」ようなものを課題にするのではなく、「・・0と いう方法を使つて、～が分かる」

という課題のほうが子どもの力になるはずだ。

① しヽわゆる「参加しない生徒」の扱い

いろいろなタイプがあるが、おそらく内容が理解できないことと、参加しなくても学

習が進んでいくことが参加しない一員であろう。活躍の場を与えたい。

① 評価の工夫

単元見通し方式をとつた場合の評価カー ドの内容に工夫が必要である。その 1時間で

どんな力をつけるために学習するのかを分かるようなものにしたい。

(2)今後の方向性

〇 小集団を使うことのメリットを最大限に生かす

私は全体交流の場で、最高で 3つの班を意図的に指名し、代表者にバズ・セッション

の結果について発表させる。その後、学習内容の確認とさらにレベルを高めるような発

間を教師側から行ない終了する。ジグゾーを行なうことで半分以上の意見はそれぞれの

グループに集まつているからである。全体交流の時間を短縮することで小集団での学習

時間がより確保される。このように、小集団で学習することのメリットを生かせるよう

な方法がないか、検討していくことが大切だろう。

○ 子どもの目に見える評価を

一人一人、あるいはグループにどんな力がついたのか分かるような評価の仕方を考え

る必要がある。また、事前、事後テストの内容についても、課題がつけるべき力を明確

に示しているものであるなら、教材の内容にこだわらず、例えば文章の構成の仕方とい

つた、単元でつけるべき力がついたかどうかが分かる内容にしたい。

① 最後は個に返したしヽ

集団で学んだことを使えなくては本当に身についたことにはならない。学んだことを

個で試す場を必ず作りたい。去年担任していたクラスでは、生活記録ノー トを忘れると

帰りの会でスピーチをさせていた。忘れる生徒はだいたい決まつている。が、人前で話

すのが苦手だつた生徒も決められたテーマに沿つて堂々と話すようになつた。場と時間

さえ確保すれば力はつくのである。

○ 先人の実践に学ぶ

協同学習という面から見れば、国語科では「生活綴方」という偉大な実践がある。先人

たちの実践から、私たちが実践で悩んでいることの答えが見つかるかもしれない。
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研 究 協 議 II 「学ぶ力を育てるバズ報 」

アイデイアの交流で創 る図形 の学習

::イ

東京都杉並区立東田中学校  下新集八穂

助言者

杉江 修治 (中京大学 )

田中 俊也 (関西大学 )

望月和三郎 (全国バズ学習研究会常任委員 )

司会者

鈴木  収 (愛知県教育委員会尾張教育事務所 )

記録者

内藤  昇 (愛知県春 日井市立篠木小学校 )
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流で創る図形の学習

東京都杉並区立東田中学校 数学科教諭 下斗米 八穂

/.は じめに

常々、数学の教科の特性の一つに数えられる『数学的な考え方』を養う授業の展開に

は、工夫の必要を感 じ、向上を目指 してきた。

『数学的な考え方』とは、基礎的・ 基本的な知識や理解の上に、その応用までを身に

つけることを目標とする『数学的な技術』の育成と共に、育みたい力である。技術を与

えられるものして、受け身となって取り込むのではなく、物事を筋道立てて考え、発見

から表現をするまでに、生徒が主体者となって理解を進める過程そのものが、育成につ

ながる。

この過程は、

O基本となる知識等 (公理や定義)か ら、次の新たな知識 (公式や定理)を導 くもの

。実験や計算など操作の中で発見されたものを、次の新たな知識 (公式や定理)へ と導

いていくもの

がある。前者が『演繹的な考え方』、後者が『帰納的な考え方』と呼ばれるもので、数

学的な考え方の両輪とも言える。

この学習の過程には、主体的に取り組む意志があり、その達成の喜びがあり、次の課

題への関心と意欲が生まれる。いずれも、数学の知識と切り離 しても、社会へ適応でき

る可能性をもつ、生徒の将来に生きる力として役立つ重要な力であろう。私は教壇に立

つにあたり、生徒の様々な成長の一つとして、この『数学的な考え方』を育むことに携

われることが、数学の教育者としての誇りであると思っている。

今回の提案は、経験の少ない私が、せっかくいただいたこの機会に、自分の工夫や考

えを皆様にご覧いただき、ご指導をお願いしたいと考えたものである。また、数学科以

外の教職に携わる方々にもご理解いただけるよう留意 したつもりではあるが、拙い表現

にて不可解になっている点には、ご容赦をいただきたい。

アイディアの交

′.主題設定の理由

数学教育では、 演繹的な、

帰納的な、

基本的な性質→定義→仮定⇒証明→結論

具体的な操作⇒発見⇒仮定→証明⇔結論

の過程があることは、前項で触れた。

後者は、発見の段階において生徒のアイディアを盛 り込むことが、自然な流れの中で

可能である。日常生活でも、行動の中から気が付いたことから先を予測 し、その予測を

裏付けて行動に移すことが多く見 られることではないだろうか。この予測がここでは仮

定であり、裏付けが証明に近い。同じ事象でも、興味や経験から様々な目の付け所があ

り、個々により、多種多様なアイディアが生まれる。おはじきや折り紙など、具体的な

操作から出発する展開方法は、数学科の教員でなくとも経験が思い浮かばれることと思

う。
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それに対 し、前者は、与えられる定義が出発点になり、ともすると証明技術を覚える

ことが目的であるかのような印象が残って しまう。これは、生徒にとって、意欲を失う

ことにもつながり兼ねない。本来証明とは、論理的な思考力の育成を担 っている。自分

が納得 したことを他の人にも納得 してもらえるような、説明ができる表現力も重要であ

る。装飾される言葉を排 し、数や文字等 (xや y、 キー×÷等)を用い、記号によって

表現される記号論理の分野である。そこには、個々のアイディアが多種であるならば、

その道筋も多々あるのだから、知識を用いる表現方法は決 して暗記だけではなく、工夫

の余地、アイディアを発揮する機会がある。これこそが、個が生きる場面である。

帰納的な発見から、演繹的な展開につなげる、 2つを組み合わせた方法 も考えられる

のだが、今回は敢えて、演繹的な定義から、帰納的な具体的な操作に入る展開を選び、

検討を してみた。それは、次項でも触れるが、この単元では 1つの定理に多くの証明が

存在する。自分で証明を発見するチャンスがある。これこそが、暗記ではなく、証明の

もつ論理的な思考力や表現力の育成を重視する教材として応、さわ しい。証明方法を目指

す過程で、操作に入り、アイディアを生み、交流させることに、どれだけの可能性があ

るのかを探りたかったものである。

θ.授業の展開

① 範囲 3学年 数学 単元名 三平方の定理と計量

節 名 三平方の定理

第 1時 三平方の定理   一証明の 1例の提示

第 2時 三平方の定理の証明一証明に取 り組む時間

第 3時 三平方の定理の証明―証明の紹介

第 4時 三平方の定理の逆

第 5時 三平方の定理の応用―三角形と比  等

第 6時 三平方の定理の応用-2点間の距離 等

② 指導のねらい

。三平方の定理の理解と、活用の実用性を学ぶ。

O納得するための証明の意義、 1つの結論に対する証明方法の多様性、

証明への関心・ 意欲、証明技術の習得

③ 具体的な展開と指導の留意点 (第 1時 ～第 3時 )

第 1時 三平方の定理   ―証明の 1例の提示

三平方の定理の板書

・ 定理の結論の意味を説明。

[10分 ]

図形をかいて、直感的にも定理が成り立つかどうかを考えさせるc

できるだけ、不思議、何故だろうという疑間につなげる。

(導入)直角三角形を板書

・既習事項や、実用性、

に向ける。

[ 5分 ]

歴史的エピソードなどを沿えて、関心を直角三角形
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。三平方の定理の証明の紹介                   [20分 ]

・ 数ある証明の中の 1つであることを強調 しながら、教員による証明。

・ 証明が可能であること、

証明により納得することができること、

証明が自分の理解につながること、

まだ自分の発想による証明の可能性がること を意識させる。

・ 一つの証明によって理解することで完結 しないように留意する。
0自 作の証明に入る                      [15分 ]

・ 方眼のプリントを配布

・机間巡視、質疑応対、理解不足の生徒の個別指導  1.十議tl・}亀 :″ 卜i l rf:′

。前時の続き [40分 ]

まとまりかけたアイディアの協議 [10分 ]

・進度によっては、グループを作らなくてもよいものとする。
O証明できた生徒分のみ、プリントを提出

・ 証明が途中の生徒は、家庭学習に持ち帰らせる。

。グループを作って相談をさせる。 r」 11項

第 2時 三平方の定理の証明―証明に取り組む時間

第 3時 三平方の定理の証明一証明の発表・ 紹介

・卜
itt~1‐

1111■ ン1‐ ′

0グループを作って、検討                    [15分 ]

・ 4人ずつ机を合わせて、相談

・ 相談の材料として、前時提出のプリントの一部を印刷 して配布。

このプリントのアイディアを分析することもよい

・ 自分のアイディアを説明すること、

他者のアイディアを理解すること、

新 しいアイディアを作ること

。グループの中でまとまったアイデ ィアを発表           [30分 ]

関連するアイディアを教員から紹介         卜
・1:二 i

。机を黒板の向きに直し、自分の納得 したアイディアをまとめる。  [ 5分 ]

・ 感想も記入 して、提出
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④ 生徒の感想より
。みんなよくこんなに三平方の証明が思い浮かぶなと思った。僕は全然思い浮かばなかっ

たので、みんなの作品を参考に頑張りたいと思う。
0(自 分が考えた)2つ 目の証明が、この学年で 1人 しかいないことを聞いた時は、苦

労 して考えた甲斐があったと思った。
0かなりめんどくさかったけど、やり甲斐があった。
。私が考えていたものより、すごくやりやすい証明とかが沢山あり、驚いた。よく思い

つ くな～と思った。
。最初、三平方の定理の証明なんてあるのか… ?と 思いました。でも、先生の話や、友

達の話を聞いて、すごく納得することができました。 もっと沢山探せたらいいなぁと

思いました。

。ただ、見つけられたことをこなすより、見つかっていないものを見つけようとするこ

との方が面白かったです。

0三平方の定理は、奥が深いノこれをやってなぜ三平方の定理が成 り立つのかが、よく

分かった。

0三平方の定理一つで、こんなにもたくさんの証明があるなんて、数学は奥が深いな、

と思った。

0色々な証明を見て、この証明が分かりやす くて、自分に一番合っていると思いました。

今回、自分の頭の固さを実感 しました。

O証明なんて、しても何なんだ、とか思っていたけれど、結構奥が深 くて、楽 しかった。
0自 分が思いついたもの以外にもたくさん定理があって、おもしろかった。
O探すのに苦労 しました。だけど、見つかるとなんだこんなところにもあったのか、と

納得できるのです。とても楽 しかったです。

0相似でも求められるなんて、驚きました。
。証明が多くて驚いた。自分で見つけることができなかたのがちょっと悔 しいけれど、

いろいろな証明ができてよかった。
bう まくできなかった。難 しいヨ。

0数学の神秘に乾杯 /
。数学、スゲェ//

イ.おわりに

教員対生徒の授業形態だけでなく、生徒がもっている情報やアイディアの交流は、授

業の厚みを増す。多くの可能性を生徒の手で生みだし、それが、最終的には、結論の裏

付けとなって、授業を作る実感へとつながる。今回も、喜びや感動のある、理解の実感

が生まれたことが私も嬉 しく、生徒のアイディアに感謝 したい。今回の課題は、時間の

都合により観点を絞ったため、意見の対立や主張の場面が作れなかった。個人の発想の

枠を越えて、様々な角度から視点をもつことの可能性をもっと深めたかったという思い

が残る。

『個』と『集団学習』のバランスを改めて考えることができた。
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奄汁 ジ宅 七魏 護議 ]層  「学ぶ力を育てるパズ学習」

「 集 団 の 中 で 自 己 の 力 を 伸 ば す生 徒 の 育 成 」

―バズ学習で基礎・ 基本の確実な定着を一

岐阜県土岐市立泉中学校  研究推進委員会

長瀬教行 古川稔彦 小栗祥吾

助言者

長谷川貢一 (東京都杉並区立阿佐 ヶ谷中学校 )

小島 幸彦 (中京短期大学 )

関田一彦 (創価大学 )

司会者

右高 和生 (愛知県春 日井市立東野小学校 )

記録者

水谷 年孝 (愛知県春 日井市立松原中学校 )
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集国の中で感悪の方を簿|ポず生携籍育成 鶴∫《ズ響習で轟轟0轟事魏醗実な筵着を鶴
岐阜県 土岐市立 泉中学校

バズ推進委員会 長瀬教行 古川稔彦 ノjヽ栗祥吾

1 はじめに

先生,聞いて～ わたし今,授業を一生懸命やつているんやて, この前なんか数学

の先生に質問しちゃつたの教えてもらつたことを何回もやつてみたし,バズで友達と

相談するとかして分かつてきたらおもしろかった。頑張っとるやら～。

今の自分に満足している人間はいない。この生徒のように,た とえ学力が十分でなくて

も,失敗 しても,本 当の自分は違 うはずだ, もつとできるようになって認められたいと願

つているの しかし,そ う願いながらもまた間違いをしたり,失敗 した り,挫折 したりして

自信を失い,本当の自分を探すことを諦め,いずれ拓ける未来の可能性に向けて努力して

いない生徒もいる。

人は誰でも何かができる。その人でなければできない何かができる。それが個性・能力

とい うものであり,生 き方とい うものであろう。生徒自身の 「よし,やろう」とい うもの

を見いだし,伸 ばし確かな自信をもつて人生を創造 していくことができるよう一人一人に

応 じて温かく指導・援助 し,そ の意欲 とよりよい個性を育んでいくことが学校の役割 と考

える。多様な個性や可能性をもつ生徒達に,全教育活動を通 して豊かな人間形成や生涯に

わたり創造的に生き,学び続けるための基礎づくりとしての教育,すなわち,豊かな知力

や感性を備え,義務教育において仲間と創造 して生きていける真の個性・能力を培 うには

どうすればよいかを教育課題 として,そ の研究・実践を進めていく必要がある。

今年度は,今まで積み重ねてきた実践を土台にさらに高め,教科を中心にその特性を生

かしながら,よ り確かな学力を一人一人に 「バズ学習」を通 して身につけさせ,実践をさ

らに積み上げる時期であると言えよう。

2 主題設定の理由

昨年度は,生徒の学習に対する課題意識の連続をはかる指導計画や,「認知面」と 「態

度面」を含んだバズテーマの設定を工夫し,教科におけるバズをいかに効果的に行い,必

然性のあるバズをどのように生み出すかを中心として研究を進めてきた。こうした私達の

教育の営みが効を奏 して,生徒の間に協同して活動に取 り組む姿が現れ始め,生徒一人一

人に教科における基礎 0基本を身に付けさせることができるようになつてきた。今現在の

生徒の姿を見ると,ほぼ形成されつつある集団であると言える。 しか し,生徒一人一人の

集団に対する自己責任の追究や,互いを伸ばしあえる集団に高まらなかったことにより,

本当に個の力を伸ばしきれたかとい う疑問点,伸 ばしきれなかったとい う課題点が残つた。

そこで今年度は,「バズ学習」の基本理念 「よりよき個人はよりよき集団を形成 し,よ

りよき集団はよりよき個人を形成する」から,形成されつつある
「
よりよき集団」から,
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「よりよき個」に焦点をあて,教科における基礎・基本を確実に伸ばしていく研究を進め

ていく必要があると考えた。

本校の生徒の姿を教科や領域での実態から捉えると,以下のようなことが言える。

○目標や方法が明確であれば主体的に学習に取 り組むことができ,基礎 0基本を身に

つけることができる。

○温かい雰囲気の中で,仲間と共に学習 し, 自分の考えや力を発揮できる生徒が多い

△進んで課題を見つけたり,自 分で解決 したりしていこうとする力が弱く,集団の中

での個の役割や責任を果たしきれていない。

△互いに信頼 し合い,高め合ったり深め合ったりしようとする集団にまで高まってい

ない。

つまり,落ち着いた学習集団において, 自分を表現することを不安に感 じず,自 らの力

を発揮する中で,基本的な学習習慣を身に付けることができ,着実に学ぼ うとする姿勢が

身に付いてきていると言える。

しかしながら,集団に依存することで個の役割や責任が十分果たせず
「
より高いもの」

「より価値のあるもの」を求めて切磋琢磨 し合い,互いに高め合 う厳 しさが十分には育つ

ていないとい う実態である。

そこで,今年度,本校の教科学習における願 う姿を,以下のように設定 した。

◎よりよく生きたいとい う, 自分自身の願い 。考えを強くもち,仲 間の考えを取 り入

れていくことで,主体的に学び,教科の本質に迫つていく姿

◎互いの成長及び学習集団の成長を願つて,鍛え合って高まろうとする姿

3 研究主題と研究内容

の 干~― 主 題 〉

(1}指導計画の活用と充実

生徒の追究意識が継続 していく指導計画を正夫 し,教科の基礎・基本を明確にする。

そ して,ね らいに即 したバズの方法や場を設定する。

○ 学習意欲の連続

単元に入るときの生徒の意識や単元を締めくくるときの意識を明確につかみ,生徒の

学習に向か う追究意識がとぎれず連続するよう工夫する。

集団の中で自己の力を伸ばす生徒の育成
⌒ 一 ノ ヾ ズ 学 習 で 基 礎 ‐ 基 本 の 確 実 な 定 着 を ～

〈緋 ~― /f‐ 説 〉

教科の特性を生かし,生徒一人一人が自己の力を発揮できるようなバズ学習を,意

図的・計画的に取 り入れ成長を評価すれば,生徒一人一人に基礎・基本が確実に定着

する。

一- 37 -一



○ 基礎・基本の明確化

移行期間中の学習内容を考慮 し,各教科ごとに単元の目標分析を行い,生徒につける

べき 「基礎・基本」となる力を明確にし,生徒一人一人に力をつけさせる指導計画を立

案する。

○ バズの役割

効果的なバズを意図的に位置づける。教科の特性を生かしながら,そ の教科や単元の

ねらいに即 した,バズを導入 していく。

12)指導方法の工夫と改善

生徒が学習意欲や追究意欲が持てる学習課題を設定し,必然性があるバズテーマを工夫

していく。 さらに,ね らいに応 じたバズの学習形態についても究明するの

○ 意欲を持たせる学習課題

生徒が興味や関心を持つて学習に向かえるような学習課題を設定する。

○ 必然性のあるバズ

課題から生まれる素朴な疑問や呟きを大切にして,目 的や活動内容が明確であり,教

師側のねらいに沿つた必然性があるバズテーマを設定する。

○ 有効なバズ

ねらいがはつきりしないバズをただ行 うのではなく,生徒により確かな学力が身につ

くために,展開の中でどの位置にどのような種類のバズを取 り入れて,教師はどのよう

に支援をしていくかを究明する。なお,バズが生徒の力で進めていけるよう,話 し合い

を進めるリニダーや,話 し合い活動ができる生徒を育成する。

{3)指導と評価の―体化

バズにおける自己の責任 と学習の達成を評価 し,仲間と共に相互に評価 し合える力を身

につけさせる。 さらに,教師側が,学習の達成度や過程を評価 し生徒一人一人の変容を正

しく評価する在 り方を究明する。

○ 自己評価

自分の学習を振 り返 り,次の課題を見つけることが

できる生徒を育てる自己評価の在 り方を明らかにする。

○ 相互評価

バズを行つた場合,仲間とのかかわりから

相互で学習を振 り返 り,自 分や仲間の成長を,

互いに認め励まし合 うことで次への意欲に

つなげ,自 分をさらに伸ばすことにつながる

評価を明らかにする。

○ 教師の評価

教師が生徒の活動を認め励ます。学習の成果

やバズでの姿や様子を評価 し,価値づけてい く。
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数学科では,研究テーマ 「数学的な見方・考え方を大切にして取り組む生徒の育成」に

向けて,実践をしてきた。

本時は,加法の交換法則や結合法則,かつこのない式の形の直すなど,計算方法につい

て工夫をさせたいと考えた。また,バズを通して計算の工夫についての理解を深めるとと

もに,数学の楽しさを味わわせたいと願つた。

問題 「次の計算をしよう。 7-9+8」 により,計算の仕方について,①左から順に計

算するのが基本であること②正の数と負の数の組を作るなど順序を工夫すると計算が楽に

なること③計算方法はいくつかあることを確認できた。課題 「次の計算方法を考えよう。

1-4-(-9)+(-5)」 では,左から順に計算をする生徒がまだ多かったが,計算

の順序を変えて計算をする生徒や複数の計算の方法を考える生徒がでてきたcそ こで,バ

ズテーマ「計算の仕方について交流し,3つ以上にしよう。」とし,探究バズを仕組んだ。

すると①左から順に計算する。②かつこのない式に直す。③正の数・負の数の組や相殺す

る数の組を作つて計算する。④かつこをつけて全部たし算の形にして計算するなど,計算

しやすくしたいという思いから,計算の工夫が増え理解も深まった。このようにバズ学習

により,互いの考えを取り入れながら,数学的な見方 0考 え方を大切にして取り組めた。

4 実践

(1)数学科における教科指導の実践

(2)美衛科における教科指導の実露

1年生 単元名 「正の数・負の数」 (12時間日)よ り

1年生 題材名 「絵画を味わう」 (鑑賞活動)よ り

美術科では,中学校学習指導要領の改定において,よ りいつそ うの鑑賞活動が求められ

るようになった。そこで,鑑賞単独の授業はもちろん表現活動の中に 「バズ学習」を活用

し,お互いの表現価値観の認め合い,他者への理解やコミュニケーションの育成を大切に

する鑑賞を位置づけた活動を行つている。

今回,実践 した 1年生の授業では,鑑賞する作品として,グスタフ・クリム トの 「人生

は戦いなり (黄金の騎士)」 を設定した。この時期は発達段階において,写実的な表現に

感動を受け傾倒 しやすい。そこで,こ の作品について鑑賞することで,平坦な表現の中の

良さや美 しさにも目を向けさせ,表現の多様性についての理解をねらいとした。

表現活動には多種多様なものがある。学習課題を 「作者が作品にこめた気持ちを感 じ取

り,表現の美 しさや よさを味わお う」として,バズテーマに 「作者がどの部分にどのよう

な意味をこめたのか考えて,班で一つは見つけて発表できるようにまとめよう。」と探究

バズを仕組んだところ,そ うした多様性から得た個々のものの見方や考え方をバズを通 し

て交流することで,様々な見方や考え方を見出すことができた。作品を通 してお互いのも

のの見方や考え方を知 り, さらに作品に対する見方や考え方が広がることに気づく生徒も

多かった。そこには,お互いのよさの認め合い,鑑賞の楽 しさを味わ うことや,興味・関

心を抱いて様々な美術作品を鑑賞する態度や,自 分自身の表現活動につなげようとする生

徒の姿があつた。
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5 成果と課題

<成果>
1 研究主題 「集団の中で自己の力を伸ばす生徒の育成」―バズ学習で基礎。基本の確実な定着を一

〇お互いの授業を交流 し,バズ学習をどのように進めていけば良いのかを考え合 うことが

できているのつま り,研究主題にそつて,生徒の力を高める研究を進めることができつ

つある。

2 研究内容から

(1)研究内容 1 「
指導計画の活用と充実」

○バズ学習を位置付けた指導過程を意識 し,

その特性を考慮 した指導計画を立案する

ことができている。このことにより,

生徒の学習に対する課題意識の連続が図られ,よ り意欲的な学習ができるようになつた。

(2)研究内容 2 「指導方法の工夫と改善」

○教師が,バズ学習を行 うね らいを明確に持ち,学習意欲を喚起する学習課題の設定や「認

知面」「態度面」を高めるためのバズテーマのあり方を明らかにすることができたっまた ,

バズ学習中の教師の関わり方についても明らかになりつつある。このことにより,バズ

学習を通 じて,自 らの意見や考えを広げた り深めたりすることができる生徒が増えてき

た。

(3)研究内容 3 「指導 と評価の一体化 J

Oバズ学習を成立させるための リーダー指導や話 し合い活動を繰 り返 し指導することによ

って,自 分の考えを意欲的に仲間に伝え,仲間の意見を積極的に取 り入れる生徒の姿が

多く見られるようになってきた。

<課題>

1 研究主題 「集団の中で自己の力を伸ばす生徒の育成」一バズ学習で基礎。基本の確実な定着を一

▲生徒自らが,お互いに認め合い高めあ うことを通 して, 自己の成長を実感 し, 自己の持

つ力を培つていくことが,よ り「集団の中で自己の力を伸ばす」ことにつながつていく。

2 研究内容から

(1)研究内容 1 「指導計画の活用と充実」

▲主体的に学習に取 り組むために,バズ学習を効果的に取 り入れ,生徒がより学習意欲を

持つことができるような指導計画を,各教科で改善していく必要がある。

(2)研究内容 2 「指導方法の工夫と改善」

▲バズ学習中の話 し合いを含め,生徒に「協同」における自己責任を認識 させる指導が必要

である。

(3)研究内容 3 「
指導と評価の一体化 J

▲バズ学習を通 じて高めあったことをさらに自覚できるような,自 己評価・相互評価を工

夫していくことによつて,生徒の学習意欲を継続 させていく必要がある。
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研究全体構想

剣
一
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講  演

「総合崎な学習の時間」の導入と教師の役害|

南山大学教授  石 田 裕 久 先 生



<講  演 >

「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 導 入 と 教 師 の 役 書」

南山大学教授  石国 裕久 先住

1 総合学習 “登場"の経緯

2 教科指導と総合学習
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なぜ総合学習が求められるのか ?

4 バズ学習と総合学習
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*バ ズ学習の参考図書

①有元・ 加藤・ 望月・ 杉江 1997『 学校は変われるか』

日本教育総合研究所

②市川千秋 1987『 自由バズを取 り入れた授業の進め方』

明治図書

③ ジョンソン他 (杉江・ 石田・ 伊藤・ 伊藤訳)1998

『 学習の輪 :ア メ リカの協同学習入門』 二瓶社

④丸山正克 1996『 仲間との絆を育てるバズ学習のすすめ』

(株)み らい

⑤塩田芳久 1989『 授業活性化の「バズ学習」入門』

明治図書

⑥塩田芳久 2000『 バズ学習のめざす教育 :塩 田芳久講演集』

揺藍社

⑦杉江修治 1999『 バズ学習の研究』

風間書房

③ シャラン・ シャラン (石 田・ 杉江・ 伊藤・ 伊藤訳)2001

「協同」による総合学習の設計 :グ ループプロジェク ト入門 北大路書房
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